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中国国家統計局は、15 日（月）に 1-3 月期の国

内総生産（ＧＤＰ）を発表する予定である。中国経

済は海外経済の低迷や内需の不振を受けて長らく

減速傾向にあったが、昨年 10-12 月期の実質ＧＤＰ

成長率が前年同期比 7.9％と前四半期の同 7.4％を

上回るなど、昨年後半には景気回復が鮮明になって

きた（図表-1）。年明け後の統計を見ると、個人消

費の代表指標である小売売上高は前年同期比

12.3%増（1-2 月期）と昨年の前年比 14.3%増を下回

ったものの、輸出は前年同期比 18.4％増（1-3 月期）

と昨年の前年比 7.9％増を大きく上回っており、投

資の代表指標である固定資産投資（除く農家の投 
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の低迷や内需の不振を受けて長らく減速傾向にあったが、昨年 10-12 月期の実質ＧＤＰ成長率が前年

同期比 7.9％と前四半期の同 7.4％を上回るなど、昨年後半には景気回復が鮮明になってきた。年明

け後の統計を見ると、消費は勢いに欠けるものの輸出・投資を牽引役に回復基調を維持しており、今

回発表される 1-3 月期は 8％程度と前四半期をやや上回ると予想している。 

○ また、今回の発表では、「前期比で 2％以上の成長が持続するか」、「第三次産業が第二次産業の伸び

を上回るか」の 2 つのポイントにも注目したい。 

 

○来週発表予定の経済指標

発表 経済指標 当研究所の予測値 前回

予定日 　 対象期 対象期

4月15日 国内総生産（ＧＤＰ） （前年同期比） 8.0% 2013年1-3月期 7.9% 2012年10-12月期

4月15日 工業生産（規模以上、付加価値ﾍﾞｰｽ） （前年同期比） 10.0% 2013年3月 9.9% 2013年1-2月期

4月15日 小売売上高 （前年同期比） 12.8% 2013年3月 12.3% 2013年1-2月期

4月15日 固定資産投資（除く農家の投資） （前年同期比） 20.9% 2013年1-3月期 21.2% 2013年1-2月期
 

 

(図表-1) 

実質ＧＤＰ成長率（四半期毎、前年同期比）
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資）も前年同期比 21.2％増（1-2 月期）と昨年の前年比

20.6％増を上回っている。このように中国経済は消費が

冴えないなど勢いに欠けるものの、輸出・投資を牽引役

に回復基調を維持しており、今年 1-3 月期の成長率は前

年同期比 8％程度へ伸びを高めると予想している。 

また、今回の発表では以下 2 つのポイントにも注目し

たい。まず、前期比で 2％以上の成長が持続するか否かで

ある。これまでの前期比の推移を見ると（図表-2）、中国

経済は昨年 1-3 月期の前期比 1.5％を底に 3 四半期連続

で同 2％を上回っており、年率換算すれば 8％台の成長と

思われるが、昨年 10-12 月期は前四半期の伸びを僅かな

がら下回った。もし、今回発表される前期比の伸びが前

四半期（2％）を下回り 2四半期連続で減速するようだと、

回復持続に注意信号が灯りかねないだけに要注目である。 

また、産業別の成長率にも注目したい。年明け後（1-2

月期）の指標を見ると、工業生産（付加価値ベース）の

伸びが鈍るなど第二次産業は冴えないが（図表-3）、第三

次産業は事業活動指数が高位で推移するなど好調である。

1-2 月期の電力消費量を見ても、第二次産業は昨年の伸

びを下回っているが第三次産業は上回っている（図表-4）。

直近では 3 四半期連続で第三次産業が第二次産業の成長

率を上回っており（図表-5）、今後は過剰生産設備を抱え

る第二次産業に代わって第三次産業が経済を牽引すると

期待されることから、注目点のひとつといえるだろう。 

 

(図表-4) (図表-5) 

 

電量消費量の伸び率
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産業別に見た成長率の推移
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（注）第二次、第三次産業の四半期毎の実質成長率はニッセイ基礎研究所の推定値  

 

 

(図表-2) 

実質ＧＤＰ成長率（前期比）
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(図表-3) 

工業生産（付加価値ベース、規模以上）の推移
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（資料）ＣＥＩＣ(中国国家統計局）のデータを元にニッセイ基礎研究所で作成
（注１）規模以上とは本業の年間売上高2000万元(2010年以前は500万元）以上の工業企業

（注２）例年1・2月は春節の影響でぶれるため、1・2月は共に2月時点累計（前年同期比）を表示
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